
夢や希望の実現のために自ら動く 
岐阜市立岩野田中学校 学校だより 2022.6.18 

学校HPへ 

 

5/27(金)体育祭を行いました。 
3年ぶりに全校での体育祭が開かれました。 

競技に取り組む姿、仲間を大切にす

る姿、係活動や準備・片付けに進んで

取り組む姿。いたるところに「自ら動

く」姿が見られました。多くの保護者

の方も来校され、お子様の姿を見てい

ただけたことをうれしく思います。素

敵な一日にすることができました。 

 

岩野田中学校 学校評価をお願いします。 
毎年１２月頃に、保護者の方々に学校評価アンケートを

お願いしています。岐阜市の重点を受け、岩野野田中学校

では以下の項目を重点に学校運営を進めてまいります。 

岐阜市の重点 岩野田中学校 評価項目 

学校・家庭・地

域との協働に

よる指導体制

の確立 

 

地域との協働活動や体験学習などの実

施を通して、地域で生きるという実感を

味わうとともに地域が育てる体験活動

を推進する。 

管理職・いじめ対策監を中心として、よ

りよい人間関係を育む指導体制を確立

する。 

 

学習指導要領

の趣旨を十分

に踏まえた社

会に開かれた

教育課程の編

成と実施 

自分の考えを深めるためや、学びによっ

て得た知識や技能をさらに深めるため

に、表現する場の設定を工夫し、「思考

力」「判断力」「表現力」を育てていく。

新学習指導要領の実施に伴い授業の見

直しを進める。 

タブレット端末を利用した学習を取り

入れ、生徒の多様な学びにつなげる。積

極的に ICT を活用した学習を取り入れ

るよう職員研修を実施する。 

幼保小連携や

小中一貫の考

えのもと、地

域人材を活用

した学校づく

りの推進 

学校での学びと社会を接続するために、

地域人材の力を積極的に活用し、子ども

達の夢や希望を育む。 

学校だより、ホームページなどで行事予

定や生徒の様子を地域に発信する。 

教育環境と学

校財務環境の

整備 

 

生徒にとって必要な掲示の内容を精選

するなど、学習に落ち着いて向かう環境

を作る。 

財務や納入金を適切かつ有効に運用で

きるように努める。（保護者への説明責

任をはたす。） 

災害、事故、感

染症、生徒指

導事案等に対

する安全性の

確保 

安全な学校施設を基盤に、「新型コロナ

ウィルス感染症」の感染防止対策に重点

を置き、新しい生活様式を構築する。 

自ら生命を守ろうとする意識を育てる

ための知識や方途を学ぶ場を設定する。 

今後も保護者の皆様のご協力をお願いいたします。 

7月の主な予定    最終下校 17：45 

日 曜 週 
短

縮 

部

活 
主な行事 

1 金 A  ○ 
いじめについて考える日 

救命講習（2年） 

2 土    
中体連市大会 

3 日    
中体連市大会 

4 月 B  × 
制服DAY 

5 火 B S ○ 
三者懇談 

6 水 B S ○ 
三者懇談 

7 木 B S ○ 
三者懇談 

8 金 B S ○ 
三者懇談 

9 土   × 
中体連市大会 

10 日   × 
中体連市大会 

11 月 A  × 
生徒会の日 

12 火 A  ○ 
 

13 水 A  ○ 
 

14 木 A  ○ 
 

15 金 A S × 
 

16 土    中体連市大会 

17 日     

18 月    
海の日 

19 火 B    

20 水 B  × 全校集会 制服DAY 

21 木    夏季休業日（～8/29） 

22 金     

23 土     

24 日     

25 月     

26 火     

27 水     

28 木     

29 金     

30 土     

31 日     
 

 



岐阜市教育委員会 GIGAスクール推進室からのお知らせです。 

ご存じのようにＩＣＴの進化により、社会・経済の構造が日々大き

く変化する「大改革時代」が到来しています。 

医療、流通、サービス等、様々な分野で、ビックデータ、人工知

能、ロボティクス等の先端技術を活用することで、より便利で安

全・安心な生活を私たちに提供しようとする仕組みが日々生み出さ

れています。 

「GIGAスクール構想」が文部科学省から提唱されて数年が経ちまし

た。岐阜市では、国の「GIGAスクール構想」を受け、全国的にいち

はやく１人１台端末の整備を完了しました。さらにこの岐阜市版

GIGAスクール構想をさらに推進していくために、令和４年の３月に

「岐阜市 GIGAスクール推進計画」を策定いたしました。 

岐阜市 GIGAスクール推進計画は、「デジタル・シティズンシップ教

育」と「教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）」の考え方

に基づいて創られています。 

「デジタル・シティズンシップ教育」とは、『私たちの社会や生活

が、デジタル化により変化していく中、子供、教師、保護者、地域

の人々が、同じ市民として、「テクノロジーをうまく活用しながら、

デジタル時代の良き市民として生きるには、どうしたらよいか？」

を考える場を作ること。』と日本の「デジタル・シティズンシップ教

育」の権威である岐阜聖徳学園大学の芳賀教授より教えていただき

ました。GIGAスクール構想によって、学校を入り口として、私たち

市民が、同じ市民である児童生徒に対して、公平に、無償で、情報

端末を貸与しているのは、子どもたちに、それを活用する権利を与

えたと同時に、それを活用する責任を与えたことを意識しなければ

なりません。 

次に、教育の DX（デジタルトランスフォーメーション）がどのよ

うに進んでいくのか説明します。学校教育のＤＸとは、単に情報

化、デジタル化することではなく、デジタルテクノロジーを活用し

て、学校教育そのものが変革することだと考えています。これまで

は、パソコンは「学校の中で」「授業で必要になったとき」「教具」

として使われるものでした。しかし、タブレット端末は、「学校」だ

けでなく「家庭」でも使いますので、授業で必要な時だけでなく、

家庭での自分自身の学習など、日常活動でも使われます。また、岐

阜市から貸与されているものですが、「自分の持ち物」という扱いに

変わるとともに、学校の中の「教具」から、自分自身の鉛筆や消し

ゴムや定規と同じ「文房具」に変わります。更には、学びのスタイ

ルも、画一的な一斉授業から、個別最適化されたものに変わりま

す。 

 

このように、タブレット端末が、学校の中での「教具」という扱

いから、社会的・日常的に「文具」として、権限と責任をもって活

用することになると、保護者にもご理解とご協力が必要になってきます。これまでの考え方とコンセプトが大きく異なり

ますので、私たちの考えもアップデートしなければならないといえます。現在お配りしている現行の「タブレット活用の

ルール」も、今年度は、この「デジタル・シティズンシップ教育」の考え方に添って、新しく改訂、アップデートして配

布させていただく予定です。今年度は、６月より保護者の皆さんとの欠席等の連絡やお便り等の配付もご自身のスマート

フォンなどで行っていただけるようにする予定です。また、同じく６月より動画講義の視聴により子どもたちが主体的に

学ぶこともできる教材、「スタディ・サプリ」の利用も始まります。 

 

学校においても、このように「デジタル・シティズンシップ教育」と「教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）」の

考えで、これらの効果的な活用に取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。  


